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研究成果の概要（和文）：　本研究では、教員養成を担う教師教育者に焦点を当て、教師教育者の概念を整理す
るとともに、教師教育者自身が教師教育者にどのような資質や能力、経験が必要と考えているのか等について調
査し、教職経験を有する研究者教員，教職経験のない研究者教員，そして実務家教員の認識を比較検討した。ま
た、教職大学院において実践研究指導に携わっている教師教育者や、教員養成と現職教育の両方の指導に携わっ
てきた実務家教員を対象としてインタビュー調査を行うことを通して、教育実践研究の指導を行う上での留意点
や、教師教育者としての変容プロセス、その要因を解明した。

研究成果の概要（英文）：In this research, we focused on teacher educators who are responsible for 
teacher training, and organized the concept of teacher educators. We investigated what kind of 
qualifications, abilities, and experiences the teacher educators think they need. We divided them 
into three groups: researcher teachers with teaching experience, researcher teachers without 
teaching experience, and practitioner teachers, and compared their perceptions. In addition, we 
conducted an interview survey of teacher educators who are involved in practical research at 
graduate schools for teachers, and practitioner teachers who have been involved in teaching both 
teacher training and in-service education. Through these, we clarified the points to keep in mind 
when teaching educational practice research, the process of transformation as a teacher educator, 
and the factors behind it.

研究分野：教育工学

キーワード： 教師教育者　理論と実践の往還　資質・能力　質保証

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
諸外国と日本に共通して、教師教育者の役割や行動に関する研究が進められているものの、日本では諸外国の知
見の紹介に留まり、日本の教師教育者に求められる役割や行動の解明には至っていなかった。このような中、本
研究が教師教育者の役割や行動に対する教師教育者自身の認識を調査し、その認識の差異を分析したことは、今
後の教師教育研究を進めていく上での基盤となる。また、多様な背景を持つ教師教育者が属する大学において、
教師教育者としての力量形成や協働の在り方を検討する際の基礎的知見として位置づけられると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
①教師教育の枠組み変容と教師教育者へのまなざし 

 社会が急速に変化するなか、未来を拓く子どもの教育に携わる教師の資質能力の向上が喫緊

の課題となっている。これまでも教員養成や現職研修のあり方が検討されてきたが、近年、教員

養成・採用・研修を一体的に改革する新たな仕組みづくりが模索されている。とりわけ、2008年

度以降に教職大学院が創設されたことを契機に、教員養成と現職研修の枠組みが大きく変わり

つつある。これまでの教師教育では、理論的研究を専門とする大学教員が教員養成を、実務経験

の豊富な指導主事や管理職等が現職教員の研修を主に担ってきた。このように教員養成と現職

研修はほぼ別々に行われてきたため、指導者と学習者のペアはほぼ固定され、各々の文化に依拠

して営まれてきた。これが、2008年度以降、実務経験を有する教員（いわゆる実務家教員）を4

割以上配置することが義務付けられた教職大学院が創設され、教師教育の担い手と学び手、養

成・研修の場が転換し始めている。このような教師教育の枠組み変容に伴い、教員養成や現職研

修を担う教師教育者の役割や専門性開発に注目が集まってきている。 

 すなわち、これまでのように養成と研修を区別していた際は、それぞれのロジックや文化・文

脈において、必要となる教師教育者の資質能力を規定し、養成＝大学＝理論、研修＝現職＝実践

のような対立構造で教師教育を実践してきた。しかし養成・採用・研修の「一体化」という枠組

み変容に伴い、そこでの教師教育者とはどのような存在か、「理論と実践の往還」とは何か、「理

論と実践」を担う教師教育者にどのような資質能力が求められるか、教師教育者の質をいかに保

証するか等の新たな問いが生じてきている。 

②教師教育者研究の動向と、教師教育者研究を進める上で核心をなす学術的な「問い」 

 教員養成や現職研修を担う教師教育者への関心は、諸外国では1990年代から高まり始めた。今

日では、学校教育の質を高める上で、教師教育者の質が重要な要素であると認識されている。諸

外国における教師教育者を対象とした研究は、大きく2つの側面から推進されてきている。1つめ

は、専門職としての教師教育者の役割や行動のスタンダード化に関する研究である。制度が導入

されたオランダやアメリカを発端として、教師教育者スタンダードに関係した研究が蓄積され

ている。2つめは、教師教育者の専門性開発および教師教育者の成長に関する研究である。 

 一方わが国では、教員養成や研修のあり方、プログラム開発に関する研究は豊富に蓄積されて

きたものの、武田（2012）が「教師の資質を問う教師教育者の資質や実践のあり方はこれまで公

に問われたことがないのである」と指摘するように、教員養成や研修を担う教師教育者について

は関心が向けられてこなかった。2010年代に入り、Korthagen et al（2001）による“Linking 

practice and theory”が武田ほか（2010）により翻訳され、諸外国の教師教育者研究が整理さ

れたことを契機に、教師教育者への関心が高まりつつある。そして、先述したような教師教育者

と学習者の枠組み変容に伴い、教師教育者としての研究者教員と実務家教員の役割領域のあり

方に注目が集まるなど、制度的・規範的な検討がなされ始めた。 

 しかし実際には、教師教育の要と位置付けられている「理論と実践の往還」という言葉が独り

歩きし、「理論と実践の往還とは何か」を総括する理論がない中で、大学と学校を行き来すれば、

あるいは研究者教員と実務家教員の両者から学べば、理論と実践が往還できるという表層的な

捉えに終始しているきらいがある。また、研究者教員と実務家教員が相互に干渉しないような役

割分業が暗黙裡に了解され、教員養成・採用・研修に携わる「教師教育者」として求められる資

質・能力とは何か等の本質的な問いが置き去りにされる傾向がある。教師教育の枠組みが大きく



変わりつつある今、「理論と実践の往還とは何か」「それを担う教師教育者に不可欠な資質・能

力とは何か」「そのような資質・能力をいかに保証するのか」等、今後の教師教育の基盤となる

研究が求められている。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、(1)理論と実践を往還・融合する教師教育者を規定する概念整理と能力の解明、(2)

教師教育者の質保証制度の構築を目的とし、4つの課題に取り組む。 

 1)教師教育者の概念整理とその構造化 

 2)教師教育者（大学教員、管理職、メンター等）を対象とした教師発達観に関する調査 

 3)理論と実践を往還・融合する教師教育者の核となる資質・能力・信念の解明 

 4)教師教育者の質保証のための制度設計 

 
３．研究の方法 

①3年間の全体計画 

 本研究は、上記研究目的のもと、具体的に4つの研究課題に取り組む。 

【研究課題1) 教師教育者の概念整理とその構造化】 

 教師教育者に関する研究は、先進諸外国、とりわけオランダやアメリカで推進されてきている。

その全体傾向は、Lunenberg、M.et al（2014）によって整理されているが、それ以降の4年間で

急速に進展してきている。海外の学会誌を整理分析するとともに、聞き取り調査を行うことによ

り、日本における教師教育者を捉える際の枠組みを構築する。 

【研究課題2) 教師教育者の教師発達観に関する調査】 

 本研究代表者および分担者の一部で、2016年に大学教員を対象とした調査を行い、研究者教員

と実務家教員との間には、職務に費やす時間や他教員との連携、大学卒業時に身につけるべき資

質能力や教師の学びの機会の捉え方をめぐり、少なからず違いがあることを明らかにした（姫野

他2016）。本研究では、その成果をふまえ、教育実習生や初任者に対して指導的役割を担ってい

る現職教師や、総合教育センターや教育研究所における研修を担う指導主事を対象とした調査

を行うことを通して、多様な教師教育者の教師発達観を解明する。 

【研究課題3) 教師教育者の資質・能力の明確化】 

理論と実践の往還・融合が求められる教師教育者には、どのような資質・能力が必要か。例

えば、各学校の教育活動の指導にあたる教育委員会の指導主事には、どのような資質・能力が

求められるのか。もちろん授業や学級経営等の実践力も重要であるが、教師教育者としての素

養が重要になる。しかしながら、教師教育者としての指導主事に求められる資質・能力基準

は、全く規定されていない。研究課題1）をふまえ、各々の教師教育者に求められる核となる資

質・能力を検討する。 

【研究課題4) 教師教育者の質保証に関する制度設計】 

 教師教育者の質保証に関しては、学校現場では新任研究主任研修や新任教務主任研修、大学

では課程認定制度やFD研修等が推進されてきているが、その多くは校内研修や教務の運営方

法、教職授業の実施方法等に関する講義が中心で、理論と実践を往還・融合する教師教育者と

しての仕組みになり得ていなかった。国立大学教育実践研究関連センター協議会および全国教

育系大学交流人事教員の会と連携し、教師教育者としての質保証の制度を構築する。 

 

②実際の研究スケジュール 

 研究一年目を終えた 2020 年春に新型コロナウイルス感染症が拡大したことに伴い、対面での



打ち合わせやデータ収集が困難となったこともあり、研究計画を延長し、最終的には 2023 年 3

月までの 4か年で研究を遂行した。具体的な研究スケジュールを下表に示す。 

 研究課題1） 
教師教育者の概念
整理とその構造化 

研究課題2） 
教師教育者の教師 
発達観に関する調査 

研究課題3） 
教師教育者の資質 
・能力の明確化 

研究課題4） 
教師教育者の 
質保証制度の設計 

2019年 「理論と実践の往
還」を総括する理
論の検討 

教師教育者（現職
教員、大学教員）調
査の項目策定 

他領域の専門家の
資質能力、スタン
ダードの情報収集 

校内外の研修、FD
等の収集と課題の
検討 

2020年 国内外の教師教育
者概念の整理と日
本の固有性の検討 

教師教育者（現職
教員、大学教員）調
査の実施・分析 

現職教員、大学教
員等を対象とした
聞き取り調査 

 

2021年 
 
 

   教師教育者セミナ
ーのプログラムと
質保証の試案検討 

2022年 日本における教師
教育者の概念整理
とその構造化 

教師教育者の教師
発達観の特徴と背
景要因の解明 

理論と実践を往還
する教師教育者ス
タンダードの構築 

教師教育者に関す
る成果発表 

 

４．研究成果 

本研究では、大きく 4つの研究成果を得た。 

（1）教師教育者の概念整理と資質・能力の明確化 

教員養成に携わっている教師教育者自身が、教師教育者にはどのような資質能力が必要であ

り、どのような役割を果たしていると考えているのか、これらの認識を探索することに焦点を当

てる。この時、Lunenberg et al.（2014）が示した教師教育者の 6つの役割のうち、「教師の教

師」と「研究者」に着目した。Lunenberg et al.（2014）は、教師教育者の役割等に関する先行

研究を整理し、「教師の教師」「研究者」「コーチ」「カリキュラム開発者」「ゲートキーパー」「仲

介者」という 6つの役割を見いだし、そのうち「教師の教師」と「研究者」が顕著に発見される

役割であると指摘している。欧米の高等教育機関における教師教育者は、教師教育者になる以前

に初等・中等教育機関での教職経験を有し、それが教師教育者を採用する際の重要な要件となっ

ていることが多い（坂田 2010）。そのため、教師教育者としての役割の諸特性は、おのずと自身

が教師であった時の知識や経験などがベースの一部として組み込まれ、教師としてのキャリア

の延長線上に「教師の教師」という役割が位置付けられる。その上で、世界的な趨勢として、高

等教育機関における教師教育者は「研究者」として研究を行うべきという役割が強調される。つ

まり、諸外国では一人の教師教育者が「教師の教師」と「研究者」の両役割を担う必要があり、

そのような観点から教師教育者スタンダードが構築されている。 

 一方、日本の教員養成では、「教師の教師」と「研究者」という役割が一人の教師教育者の中

で統合されているというよりは、従来の教員養成を担ってきた研究者教員が「研究者」としての

役割を、新たに教員養成に参入した実務家教員が「教師の教師」という役割を担うという特徴が

ある。そのため、研究者教員がアカデミックな見方や考え方、メタ的な視点から実践を捉え、一

方で実務家教員が学校や子どもの視点に立った見方や考え方を提供し、理論と実践を往還・融合

することが期待されている。しかし実際には、研究者教員と実務家教員が相互に干渉しないよう

な役割分業が暗黙裡に了解され、教師教育者として求められる「教師の教師」と「研究者」とい

う役割が、教師教育において十分機能していないという課題が指摘されている（姫野ら 2019）。

このような状況を鑑み、教員養成に携わっている教師教育者自身が、教師教育者にどのような資

質能力が必要と考え、どのような役割を果たしているのかについて、研究者教員と実務家教員の

認識の差を解明するため、教師教育者の概念を整理するとともに、（2）の調査で用いる教師教育



者として求められる「知識」「能力」「経験」を明確化した。 

（2）教師教育者に求められる資質能力や役割に対する認識 

教師教育者に求められる資質能力や役割に対して、教職経験を有する研究者教員、教職経験の

ない研究者教員、そして実務家教員の認識の差を解明することを目的として、教員養成に携わる

教師教育者 216 名を対象として質問紙調査を実施した。その結果、いずれの教員も、教師教育者

には学問知や実践知、研究経験が必要と捉えていること、経験有研究者や経験無研究者と比べて

実務家は、「協働して物事を遂行する力」や「自身の経験や事例をもとに教育・研究を進める力」

を重視する傾向があること等が明らかになった。また、自らの研究を進める上では新奇性や根拠

やデータに基づいて研究を進めることを重視している一方で、学生や現職教員の指導ではそれ

ほど求めていないこと、その意識は、実務家と比べて経験有研究者や経験無研究者が強いこと等

がわかった。さらに、「教師の教師」の役割意識は、大学の教師教育者に教育現場経験や実践研

究経験を求め、教育実践への貢献を重視する研究観・指導観をもつなど、実践を主軸とする認識

を導くことが示された。一方、「研究者」の役割意識は、教師教育者に学術研究の経験・遂行力

を求め、学術的研究方法の適用を重視する研究観・指導観をもつなど、研究への志向性を現し、

「教師の教師」の役割意識とは対照的なものとなった。しかし、両者の役割意識の違いによらず

共通する認識や、両者間に輻輳的な相互作用関係のある可能性も示唆された。 

教師教育改革が進められる中、その教師教育を担う教師教育者の質をどのように担保するか

は、現在のところ具体的な施策は策定されていない。本研究で明らかにしたような、認識を異に

する多様な教師教育者が共存する教員養成の実態をふまえつつ、諸外国のように教師教育者ス

タンダードを構築することの是非も含めて、教師教育者の質保証のための研究を推進するとと

もに、質保証のための仕組みを検討していくといった課題があることを明示化した。 

（3）教育実践研究の指導上の留意点の解明 

 教育実践研究を積極的に推進してきた教職大学院の教員が、どのような点に留意して大学院

生に対して指導しているのかを、探索的に明らかにすることを目的として、異なる大学院に所属

する 7名の教員にインタビューを行った。発話内容の分析により、「指導方針」「教師としての力

量形成の支援」「課題の設定や計画の支援」「記録・分析の支援」「執筆の支援」「リフレクション

の支援」「学校現場との関りへの意識」といった 7つの概念を抽出することができた。 

（4）実務家教員の教師教育者としての認識変容のプロセス 

学校現場と大学において指導経験を有する実務家教員 3 名を対象として、教師教育者として

のライフヒストリーについてインタビュー調査を行い、教師教育者としての認識の変容プロセ

スと、その要因を解明した。 
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